
 

垣根を越えて「よりよい学童保育へ」の思いを束ねて 

～２０２４年度山形県学童保育連絡協議会定例総会開催～ 

 ２０２４年６月１日（土）１５時より村山市甑葉プラザにて、山形県しあわせ応援部子ども成育支援課課長補

佐富樫洋氏、山形県社会福祉協議会会長玉木康雄氏を来賓に迎え、出席者１００名をもって『２０２４年度山形

県学童保育連絡協議会定例総会』が開催されました。 

 ２０２３年度活動報告では、14 年ぶりに県知事との懇談が実現したこと、そして担当課へ県内の学童保育の

現状を伝え改善に向けた懇談を繰り返したことで山形県が「放課後支援員等のさらなる処遇向上」「国の利用料

軽減制度の創設」を政府の施策等に対する提案に盛り込むことに繋げられたことをはじめ、山形県学童保育研究

集会をはじめとする研修会で多くの参加者が得られたこと、コロナ禍で滞っていた対面で行なう会議や研修の回

数を増やし活動したこと等が報告されました。また、２０２３年度検討さ

れた「２０２６年度全国学童保育研究集会の開催地として山形県連協が立

候補すること」や｛規約改正｝が承認されました。そして、県内学童保育の

多くの課題について、立場を越えて学習・交流し、相互理解を深めながら一

つ一つ解決していけるよう拠り所となる組織を強化していくことが２０２

４年度の活動方針として承認されました。 

 ２０２４年度役員改選により選出された役員は、下記の通りです。 

 総会終了後、同場所で懇親会を開催しました。参加した方から各地の学

童保育の状況報告や２０２４年度に向けた抱負等について報告されました。対面での懇親は、積極的な意見交流

が行われ、組織の結束を深める一歩となったように感じました。 
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２０２４年度山形県学童保育連絡協議会選出役員 

会   長  元木 朗博（村山市学童保育連絡協議会会長・NPO 法人ランドセル理事長） 

副 会 長  山川美江子（山形市学童保育連絡協議会会長・うめばち子どもの家指導員） 

              津藤  健士（天童市放課後児童クラブ連絡協議会・NPO 天童地区学童保育協会保護者 OB） 

加藤  太一（鶴岡市学童保育連絡協議会・第四学区学童保育所保護者 OB） 

渡邉  剛  （米沢市学童保育連絡協議会会長・正和子どもの家保護者） 

片桐  崇  （東根市学童保育連絡協議会会長・大けやき学童クラブ運営委員長） 

事 務 局長  山川美江子（山形市学童保育連絡協議会会長・うめばち子どもの家指導員） 

事務局次長  矢口麻美子（山形市学童保育連絡協議会事務局長・たてやまっ子クラブ指導員） 

岡村美由紀（天童市放課後児童クラブ連絡協議会事務局長・専従職員） 

天野  紀子（村山市学童保育連絡協議会事務局長・NPO 法人ランドセル指導員） 

tel:023-674-9782%20%20%20FAX:023-674-9783


全国研に参加しよう 

～第５９回全国学童保育研究集会へ参加のお誘い～ 

 ２０２４年１１月１６日～１７日、第５９回全国学童保育研究集会（以下全国研と記述）が岡山県倉敷市で開

催されます。山形県学童保育連絡協議会（以下県連協と記述）では、２０２６年に開催される第６１回全国研の

開催地に立候補します。その試金石として今回、山形県から多くの参加を呼びかけます。目標として現地参加３

０人以上・オンライン参加２００人以上としています。 

 全国研は、参加者同士が交流しながら学びあえることが最大の魅力！同時に開催地の風土や文化に触れること

も魅力の一つです。県連協では、現地へそろって参加できるようツアー行程を立てています。また、オンライン

参加についても積極的に呼び掛けています。参加希望の方は、ぜひ県連協へご一報ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年度第１回山形県放課後児童クラブ指導員研修会開催報告 

 ６月１９日（水）、新庄市ゆめりあ及びオンラインにて「２０２４年度第１回山形県放課後児童クラブ指導員研

修会」を開催しました。講師として曽根章友氏（東北文教大学人間学部子ども教育学科准教授）を招き、『「こど

もまんなか」政策と放課後児童クラブのこれから』と題して講義をいただきました。 

 研修会を開催するにあたって、市町村担当者を訪問し広く参加を求めました。その結果、参加者５００名（会

場参加３５名）と、指導員はもとより行政担当者の方等も含む多くの方に参加いただくことができました。 

また、ゆめりあ会場には来賓として最上総合支庁長柴崎渉氏がご臨席されました。 

 今年度は、10 月・１月・２月に研修会をオンラインで開催する予定です。詳細が決定次第、県連協ホームペー

ジ・リーフレットの送付等で広く参加を募ります。立場を問わず積極的な参加を求めていきたいと考えています。 

 

第５９回全国学童保育研究集会 in岡山 

全体会   日   時：２０２４年１１月１６日（土）１２:３０～１６:３０ 

会   場：倉敷市民会館（岡山県倉敷市）＆オンライン配信 

内   容：開会行事・特別報告・記念講演 等 

記念講演：「子どもも大人も育つ学童保育―思いっきりあそび、人生の土台をつくる－」 

講    師：川地亜弥子（神戸大学） 

分科会  日    時：２０２４年１１月１７日（日）１０:００～１６:００ 

会    場：対面開催/川崎医療福祉大学（岡山県倉敷市） ２７テーマ 

オンライン開催/１６テーマ    終日：１０:００～１６:００ 

AM：１０:００～１２:３０ 

PM：１３:３０～１６:００ 

※分科会の内容詳細については、リーフレット及びホームページ等を参照してください。 

参加申込方法：事前申し込みが必要です。下記 WEB ページ内の申込フォームより申込みまたは、申 

込用紙をダウンロードして記入の上送信してください。 

【参加申込専用 WEB ページ】https://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d59/entry 

申し込み締め切り日：２０２４年１０月９日（水） 

 

https://www2s.biglobe.ne.jp/~Gakudou/zenkokuken/d59/entry


第４９回全国指導員学校東北会場開催報告 

 ２０２４年７月１３日（土）青葉区中央市民センター及びオンラインにて、１４日（日）東北大学萩ホール及

び川内南キャンパスにて第 49 回全国指導員学校東北

会場が開催されました。 

１４日については、対面のみで行われることを受

け、県連協では多くの方に参加していただきたくバス

2 台仕立て参加者を募りました。７月１４日の参加者

は、山形県から２１４人、全体では５４０人にのぼり

盛況な研修会となりました。また、朝の準備の段階か

ら多くの方に協力していただき、当日のスムーズな運

営につながりました。 

 

 

 

 

 

～８月開催の居酒屋 HOIKUSHIござ～れ開催のご案内～ 

 米沢市にて居酒屋 HOIKUSHI ござ～れを下記のように開催いたします。日本の学童ほいく８月号

の特集である「子どものけんか・ことば・気持ち」についての情報交流や子どもたちのために大切

にしている思いを語り合い、つながりを深めたいと思います。 

多くの皆様の参加をお待ちしています。 

記 

１，日時：２０２４年８月２４日（土）午後７時３０分より 

２，場所：ホテルモントビュー米沢 

山形県米沢市門東町３丁目３－１（℡ 0238-21-3211） 

３，参加方法及び費用 

①居酒屋 HOIKUSHI ござ～れのみ参加（夕食・飲み放題）…参加費：５，０００円 

②居酒屋 HOIKUSHI ござ～れ（夕食・飲み放題）＋宿泊（朝食付）…参加費：１３，０００円 

４，持ち物：日本の学童ほいく８月号 

５，申込締切：２０２４年８月８日（木）まで 

６，申込先：あらやっ子児童クラブ 齋藤まで 

メールまたは FAX で申し込んでください。 

TEL・FAX：023-651-4185 

メール：aryakko2008@gmail.com 

 

 

 

 

 

指導員学校に参加して… 

今年は久しぶりの完全対面の開催でしたが、全体

会から午後の講座をとおし、日々変化する子ども・

保護者・一緒に働く仲間の気持ちや世の中等を様々

な角度から学ぶことができました。学童保育で働く

ということに向き合い、考え、交流することで、コ

ロナ禍で止まった３年間を取り戻せたような、とて

も有意義な研修でした。  （山形市・指導員） 

 

◇今後の開催予定◇ 

・９月１８日（水）19時～ 

 オンライン 

「学童保育の人数規模」 

・10月 16日（水）10時～ 

 オンライン 

「特に配慮を必要とする 

子どもと学童保育」 

mailto:aryakko2008@gmail.com


充分な人材配置を実現し、保育の充実につなげたい 

～国の 2024年度放課後児童クラブ関係予算の補助金の活用を～ 

  

国は、2024 年 5 月 21 日付でこども家庭庁長官名義の通知「こども・子育て支援交付金の交付について」によ

って「子ども・子育て支援交付金交付要綱」を示しました。このことにより 2024 年度放課後児童クラブの国の

予算として、運営費などに 1223 億円、整備費に 143 億円が計上されました。これは、2023 年度までに 152 万

人の子どもが受け入れられるよう放課後児童クラブを整備するとしていた目標を達成できなかったことを受け、

さらに受け皿整備を進めるため 2024 年度も継続して進めるために計上されたものです。さらに、従来の支援員

等配置補助単価に加え、「放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準」通り放課後児童支援員（常勤職

員に限る）を 2 名以上配置した場合、従来の補助単価より増額された補助金が示されました。このことにより「指

導員の専門性と身分保障」が認められ継続して指導員が勤務できる体制が整い、保育の充実につながることに向

かうと期待されています。一方で常勤についての定義や配置条件がはっきり示されていないことからこれまで以

上に学童保育の現状を伝えていくことが必要とされています。また、放課後支援員等処遇改善事業及び放課後児

童支援員キャリアアップ処遇改善事業を実施していない市町村が山形県内で半数近く(2022 年度調査)あり、指

導員の定着につながっていないのが現状です。市町村担当課に働きかけ、国の予算を有効に活用することにつな

げ、充分な人材配置と保育の充実を図りましょう。 

 

表）2024 年度放課後児童健全育成事業の補助単価 

１、放課後児童健全育成事業（年間開所日数 250 日以上の放課後児童健全育成事業所） 

★原則、設備運営基準通り放課後児童支援員（常勤職員に限る）を 2 名以上配置した場合 
①基本額（1 支援の単位当たりの年額） 
 （ア）構成する児童の数が 1∼19 人の支援の単位 4,313,000 円-(19 人—支援の単位を構成する児童の数)×29,000円 

 （イ）構成する児童の数が 20∼35 人の支援の単位 6,552,000 円ｰ(36 人—支援の単位を構成する児童の数)×26,000円 

 （ウ）構成する児童の数が 36∼45 人の支援の単位 6,552,000 円 

 （エ）構成する児童の数が 46∼70 人の支援の単位 6,552,000 円-(支援の単位を構成する児童の数-45人)×75,000円 

 （オ）構成する児童の数が 71 人以上の支援の単位 4,601,000 円 

②開所日数加算額（1 支援の単位当たり年額） 

（年間開所日数—250日）×26,000円（1日 8時間以上開所する場合） 

③長期休暇支援加算額(1 支援の単位当たりの年額) 
 長期休暇中の支援の単位を新たに設けて運営するなどの場合 （左記要件に該当する開所日数）×26,000 円 

④長時間開所加算額（1 支援単位当たりの年額） 
 （ア）平日分（1 日 6 時間を超え、かつ 18 時を超えて開所する場合 (1 日 6 時間を超え、かつ 18 時を超える時間の年間平均時間数)×671,000 円 

 （イ）長期休暇等分（1 日 8 時間を超えて開所する場合） (1 日 8 時間を超える時間)の年間平均時間×302,000 円 

★原則、設備運営基準通り放課後児童支援員、補助員を配置した場合 
①基本額（1 支援の単位当たりの年額） 
 （ア）構成する児童の数が 1∼19 人の支援の単位 2,629,000 円-(19 人—支援の単位を構成する児童の数)×29,000円 

 （イ）構成する児童の数が 20∼35 人の支援の単位 4,868,000 円ｰ(36 人—支援の単位を構成する児童の数)×26,000円 

 （ウ）構成する児童の数が 36∼45 人の支援の単位 4,868,000 円 

 （エ）構成する児童の数が 46∼70 人の支援の単位 4,868,000 円-(支援の単位を構成する児童の数-45人)×75,000円 

 （オ）構成する児童の数が 71 人以上の支援の単位 2,917,000 円 

②開所日数加算額（1 支援の単位当たり年額） 

（年間開所日数—250日）×20,000円（1日 8時間以上開所する場合） 

③長期休暇支援加算額(1 支援の単位当たりの年額) 
 長期休暇中の支援の単位を新たに設けて運営するなどの場合 （左記要件に該当する開所日数）×20,000 円 

④長時間開所加算額（1 支援単位当たりの年額） 
 （ア）平日分（1 日 6 時間を超え、かつ 18 時を超えて開所する場合 (1 日 6 時間を超え、かつ 18 時を超える時間の年間平均時間数)×412,000 円 

 （イ）長期休暇等分（1 日 8 時間を超えて開所する場合） (1 日 8 時間を超える時間)の年間平均時間×190,000 円 

 

 


